
平成23年度若桜鉄道（株）収支報告
旧若桜小学校の校舎解体はじまる！　
町民福祉課からお知らせ
人材育成・村おこし事業追加募集します
がん検診のご案内
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若桜町土用縁日・納涼花火大会

※写真は「土用縁日」と「納涼花火大会」を合成したものです。

　毎年恒例の納涼花火大会が開催されました。中之島公園を
会場に行われ、約1500発の花火が夜空を彩りました。
　土用縁日には、バザーや夜店のほか、大道芸人、バンド演
奏、SLライトアップなどが行われ、多くの人で賑わいました。
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※旅客収入は、切符と定期の運賃

収入です。

※車両使用料は、ＪＲへの車両貸

出料（郡家駅～鳥取駅間）です。

※保守管理受託費、設備投資受託

費、受託費は、若桜町と八頭町

が保有する鉄道施設の保守管理

と設備更新を受託したものです。

※営業外収入は、グッズ販売、運

転体験、団体ツアー用企画切符

等の販売収入です。

※人件費は、職員等の給与、諸手

当等です。

※業務費は、備消品費、水道光熱費、

保険料等です。

※運輸費は、ＪＲ車両の使用料や

郡家駅使用料等です。

※修繕費は、線路、電路、車両の

修繕及び設備更新費用です。

※動力費は、列車の燃料費です。

※営業外費用は、企画切符、鉄道

グッズ等の仕入費用です。

※その他は、法人税等です。

※雑収入は、工事立会料、駐車場

収入、受取利息等です。

《平成23年度　企画商品の状況》

　枕木オーナー： 40件

　ＳＬ運転体験：155件

　若桜駅入構券：2,452枚

　隼証明書：44枚

　若桜鉄道応援団会員証：236枚

　若桜鉄道サポート倶楽部会員

証：55枚

　　シルバー定期券：94枚

　　シルバー回数券：119枚

　　ファミリー切符：343枚

【
収
支
決
算
】

　

平
成
23
年
度
の
旅
客
収
入
は
、

６
０
，
３
７
７
千
円
で
対
前
年
比

90
％
（
△
６
，
４
１
７
千
円
）
と
減

少
し
ま
し
た
。
内
訳
は
、
普
通
旅

客
が
２
５
，
７
０
５
千
円
で
対
前

年
比
93
・
４
％
、
通
勤
旅
客
が
５
，

６
７
０
千
円
で
対
前
年
比
92
・
８
％
、

通
学
旅
客
は
２
９
，
０
０
２
千
円
で

対
前
年
比
87
・
５
％
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
Ｓ
Ｌ
運
転
体
験

等
の
営
業
外
収
益
の
確
保
と
営
業

費
用
の
経
費
節
減
に
努
め
た
結
果
、

７
８
５
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

若
桜
鉄
道
沿
線
の
人
口
は
、過
疎
・

少
子
化
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
特
に
若
桜
鉄
道
利
用
者
の
約
６

割
が
中
学
・
高
校
生
と
い
う
状
況
の

中
で
、
通
学
利
用
者
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
は
大
き
な
収
入
減
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

若
桜
鉄
道
で
は
、
沿
線
人
口
の
減

少
に
よ
る
収
入
減
を
補
填
す
る
た
め

に
、
団
体
ツ
ア
ー
の
誘
致
や
グ
ッ
ズ

販
売
、
Ｓ
Ｌ
運
転
体
験
な
ど
、
営
業

外
収
入
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
の
結
果
、
営
業
外
収
支
は
Ｓ
Ｌ

運
転
体
験
と
観
光
ツ
ア
ー
客
の
増
加

な
ど
に
よ
り
、
１
０
，
５
６
０
千
円

で
対
前
年
比
１
２
８
・
７
％
と
増
加

し
ま
し
た
。

【
皆
様
へ
の
お
願
い
】

　

若
桜
鉄
道
は
、
大
量
輸
送
と
定

時
運
行
に
優
れ
た
公
共
交
通
で

あ
り
、
特
に
通
学
や
通
院
、
買

い
物
な
ど
で
車
が
利
用
で
き
な

い
方
に
と
っ
て
は
必
要
な
も
の

で
す
。

　

し
か
し
、
沿
線
人
口
の
減
少

に
と
も
な
い
、
利
用
者
が
減
少

す
る
な
ど
厳
し
い
経
営
が
続
い

て
い
ま
す
。「
各
家
庭
で
回
数
券

を
１
冊
購
入
す
る
。」、「
毎
週
１

回
は
鉄
道
を
利
用
し
て
通
勤
す

る
。」
な
ど
、
若
桜
鉄
道
が
存
続

し
て
行
く
た
め
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
若
桜
鉄
道（
株
）で
は
、

65
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
シ
ル

バ
ー
回
数
券
と
シ
ル
バ
ー
定
期

券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
大
変

お
求
め
や
す
い
価
格
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
購
入
く

だ
さ
い
。

【
シ
ル
バ
ー
回
数
券
・
シ
ル
バ
ー
定

期
券
の
お
問
い
合
せ
先
】

　

若
桜
鉄
道
株
式
会
社
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平成23年度　乗車人員の割合
平成23年度　収入内訳 

（208,483,570円）
平成23年度　支出内訳 

(207,698,929円）
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

営業外収入の内訳 
（11,349,042円）

平成23年度　乗車人員の割合平成23年度　乗車人員の割合

平
成
23
年
度

若
桜
鉄
道（
株
）の
収
支
報
告

　日
頃
よ
り
、
若
桜
鉄
道
の
利
用
促
進
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　過
疎
・
少
子
化
に
よ
り
沿
線
の
人
口
が
減
少
し
て

行
く
中
で
、
若
桜
鉄
道
は
営
業
外
収
入
に
つ
な
が
る

観
光
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
決
算
も
黒
字
と
な
り
、

上
下
分
離
方
式
導
入
以
来
３
年
間
、
黒
字
経
営
を
保

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
乗
車
状
況
】

　

平
成
23
年
度
の
乗
車
人
員
は
、
約

４
２
０
千
人
で
、
対
前
年
比
１
０
６
％
、

約
23
千
人
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
内
訳
は
、
普
通
旅
客
が
約
１
１
９
千

人
、
対
前
年
比
95
％
、
通
勤
旅
客
が
約

39
千
人
、
対
前
年
比
97
％
と
減
少
し
ま

し
た
が
、
通
学
旅
客
が
約
２
６
２
千
人
、

対
前
年
比
１
１
３
％
と
大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。

　

普
通
旅
客
の
減
少
要
因
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
旅
行
自
粛
で
ツ
ア
ー
団

体
旅
客
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
通
勤
旅
客
の
減
少
要
因
は
、
沿

線
の
過
疎
化
と
車
通
勤
の
増
加
等
に
よ

る
も
の
で
す
。
通
学
旅
客
の
増
加
要

因
は
、
八
頭
高
校
前
駅
～
郡
家
駅
間

の
通
学
定
期
券
の
減
額
（
１
ヶ
月
３
，

６
０
０
円
→
１
，
８
０
０
円
）
に
よ
り
、

鳥
取
市
方
面
か
ら
の
利
用
者
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
若

桜
駅
～
八
頭
高
校
前
駅
間
で
は
朝
は

保
護
者
の
車
を
利
用
し
、
帰
り
は
回
数

券
で
鉄
道
を
利
用
す
る
と
い
う
通
学
パ

タ
ー
ン
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
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☎
お問い合わせ先
町民福祉課

（８２）２２３３
IP 9(82) ２２３２

み
ん
な
の
力
で
町
を
元
気
に
！

平
成
24
年
度

　人
材
育
成
・
村
お
こ
し
事
業
を
追
加
募
集
し
ま
す

　

若
桜
町
で
は
町
の
活
性
化
を
推
進

す
る
た
め
、
広
い
視
野
を
持
っ
た
人

材
・
指
導
者
の
育
成
や
村
お
こ
し
に

つ
な
が
る
各
種
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

町
報
４
月
号
で
募
集
を
行
い
、
申

請
の
あ
っ
た
４
団
体
に
助
成
の
決
定

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度
事
業

の
推
進
を
図
る
た
め
、
追
加
募
集
を

行
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
を
元
気
に
楽
し
く
す

る
、
あ
な
た
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！

応
募
方
法

　

応
募
者
は
申
請
に
必
要
な
書
類（
申

請
書
、
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算

書
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
上
旬
頃
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン（
説
明
）を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

審
査
の
上
、
事
業
の
採
択
を
決
定
し

応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

若
桜
町
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以

上
の
個
人
、
ま
た
は
主
に
若
桜
町
に

住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上
の
者
で
構

成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
集
落
。

○
目
的
を
持
っ
て
視
察
・
研
修
を
行
い
、
そ
の

成
果
を
生
か
し
地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
積

極
的
に
参
画
で
き
る
方
。

○
人
材
集
団
を
結
成
し
、
事
業
計
画
の
策
定
・

実
施
な
ど
自
主
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活

性
化
を
推
進
す
る
団
体
及
び
集
落
。

事
業
内
容

①
村
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
育
成
・
人
材

育
成
支
援
事
業

●
人
材
集
団
育
成
事
業

　

町
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
の

人
材
集
団
の
創
設
・
育
成
を
促
進
す

る
た
め
の
研
修
、
運
営
及
び
人
材
育

成
事
業
に
要
す
る
経
費
を
助
成

●
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援
事
業

　

地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
地
域
に

根
ざ
し
た
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
及
び
集
落
を

助
成
。

②
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
支
援
事
業

　

町
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
経
費
、
町
外
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
経
費
を
助
成（
町
外
イ
ベ

ン
ト
は
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
と
の
連
携
が

見
込
ま
れ
る
場
合
の
み
と
す
る
。）

③
そ
の
他
の
事
業

　

町
人
材
育
成
基
金
運
営
委
員
会
に

お
い
て
特
に
地
域
の
振
興
に
資
す
る

と
認
め
ら
れ
た
事
業
を
助
成
。

募
集
期
限　

８
月
24
日（
金
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先  　

役
場  

企
画
財
政
課 

☎
82

－

２
２
３
１

そ 

の 

他　

 

申
請
書
類
様
式
は
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Ｈ

Ｐ

ア

ド

レ

ス　

http://www.town.
wakasa.tottori.jp/dd.aspx?m

enuid=1065

児童扶養手当受給者の皆さまへ
    現在、児童扶養手当を受けているかたは、毎年８月に「現況届」を提出しな
ければなりません。この届けは、児童扶養手当を引き続き受けられるかを確認
するための大切な届けですので、必ず提出してください。（現況届に関する通知
は、受給者に郵送します）
  なお、現況届の提出がないと、８月以降の手当が受けられなくなりますので
ご注意ください。また、２年間提出しないと受給資格がなくなります。

児童扶養手当とは
　父母の離婚などにより父親または母親と生計を同じくしていない児童を養育
されている家庭（ひとり親）の生活の安定と自立を助け、児童の心身の健やか
な成長を願って支給される手当です。

支給条件
【母子家庭の場合】次の条件に当てはまる児童を監護している母、または母にか
わってその児童を養育している方。

【父子家庭の場合】次の条件に当てはまる児童を監護し、かつ、生計を同じくし
ている父、または父にかわってその児童を養育している方。
●父母が婚姻を解消した児童　●父または母が死亡した児童

●父または母が重度の障がいにある児童　●父または母の生死が明らかでない児童

●母が婚姻しないで懐胎した児童

●その他 （父または母が１年以上遺棄している児童、父または母が１年以上拘禁されている児童など）

＊児童とは・・・  18歳に達する日以降、最初の３月31日（18歳の年度末）までにある児童

をいいます。ただし、心身に概ね中度以上の障がいがある場合は、20歳まで手当が受けら

れます。

手当額
　受給資格者が監護・養育する子どもの数や所得に
より決定されます。

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

８
月
は
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
の
月
で
す

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

８
月
は
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
の
月
で
す

特別児童扶養手当受給者の皆さまへ
  所得状況届の提出は、８月～９月中に！
  （所得状況届に関する通知は受給者に郵送します）

　

旧
若
桜
小
学
校
校
舎
の
解
体

工
事
を
８
月
上
旬
か
ら
開
始
し

ま
す
。
工
期
は
11
月
末
ま
で
の

予
定
で
、
施
工
業
者
は
中
一
建

設
（
株
）
で
す
。

　

旧
若
桜
小
学
校
校
舎
は
今
年

４
月
の
若
桜
学
園
開
校
に
伴
い

校
舎
と
し
て
の
長
い
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

建
築
当
時
と
し
て
は
珍
し

か
っ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
の
４
階
建
て
で
、
趣
向
を
凝

ら
し
た
モ
ダ
ン
な
校
舎
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
19
年
に
耐
震
診
断
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
校
舎
・
体
育

館
と
も
に
耐
震
強
度
不
足
と
わ

か
り
ま
し
た
。

　

体
育
館
は
平
成
22
年
に
補
強

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
社
会
体

育
施
設
と
し
て
今
後
も
活
用
し

ま
す
。

　

ま
た
、
校
舎
は
た
く
さ
ん
の

思
い
出
が
詰
ま
っ
た
大
切
な
建

物
で
す
が
、
耐
震
強
度
不
足
の

危
険
校
舎
で
あ
る
た
め
、
安
全

を
第
一
に
考
え
て
解
体
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

解
体
後
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
未
定
で
す
が
、
町
民
皆
様

の
ご
意
見
も
う
か
が
っ
た
う
え

で
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
工
事
車
両
の

通
行
や
騒
音
な
ど
、
特
に
近
隣

に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
と
な
り

大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
何
か
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
教
育
委
員
会
事
務

局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
備
品
の
譲
渡
・

売
却
と
校
舎
公
開
を

実
施

　

旧
若
桜
小
学
校
の
備
品
の
譲

渡
・
売
却
と
校
舎
公
開
を
７
月

21
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

旧若桜小学校　校舎のあゆみ

昭和４０年　鉄筋の校舎完成（１、２期工事）
昭和４２年　鉄筋の校舎完成（３、４期工事）
昭和６０年　暖房施設、屋上防水等大規模改修
平成　８年　大規模改修
平成１９年　耐震診断実施、強度不足と判明
平成２４年　若桜学園開校に伴いその役目を終える

　

は
じ
め
に
公
民
館
長
限
定
で

備
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
公
民

館
活
動
に
使
用
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
無
料
で
お
譲
り
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
町
民
の
皆
様
を

対
象
に
備
品
を
売
却
し
た
ほ

か
、
無
料
の
備
品
に
つ
い
て
は

ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

児
童
が
使
っ
て
い
た
木
製
の

机
と
い
す
や
、
事
務
用
の
机
、

ロ
ッ
カ
ー
、
家
具
や
雑
貨
な
ど

を
格
安
で
販
売
し
た
ほ
か
、
こ

ま
ご
ま
と
し
た
古
い
備
品
な
ど

は
無
料
で
お
譲
り
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
公
民
館
長
様
、
多
く

の
町
民
の
皆
様
が
お
い
で
に
な

り
、
た
く
さ
ん
の
備
品
を
購
入

ま
た
は
お
引
き
取
り
い
た
だ
け

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
町
内
外
の
皆

様
に
校
舎
を
公
開
し
ま
し
た
。

校
舎
を
見
学
す
る
最
後
の
機
会

と
あ
っ
て
、
幅
広
い
世
代
の
皆

様
が
来
場
さ
れ
、
懐
か
し
い
学

舎
と
の
別
れ
を
惜
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
事
務
局　

　

☎（
82
）２
２
１
３

　

Ｉ
Ｐ
☎
９（
82
）２
２
１
３

平成24年８月 4

　

 

旧
若
桜
小
校
舎 

解
体
工
事
始
ま
る

　
　
　

   

思
い
出
の
校
舎
、長
い
間
あ
り
が
と
う
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☎
申し込み・お問い合わせ先

町民福祉課
（８２）２２３２・２２３３

ＩＰ９（８２）２２３２

　

こ
れ
ま
で
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
以
下
「
住
基
カ
ー
ド
」

と
い
う
）
は
交
付
地
か
ら
町
外

へ
転
出
す
る
と
有
効
期
限
内
で

あ
っ
て
も
利
用
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24
年
７

月
９
日
か
ら
は
、
町
外
へ
転
出

し
た
場
合
も
有
効
期
間
内
で
あ

れ
ば
継
続
利
用
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

詳
細
は
町
民
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
継
続
利
用
を
さ
れ
る
際
の
注

意
点
】

〇
住
基
カ
ー
ド
の
継
続
利
用
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
転
出
届

を
提
出
さ
れ
る
際
に
窓
口
で

そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が

　
　継
続
利
用
で
き
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　な
り
ま
し
た

　

今
回
は
、
い
わ
ゆ
る
保
証
人

紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。
昨
今
の
経
済
不
況
の

中
、
失
業
な
ど
で
生
活
困
難
に

陥
っ
た
消
費
者
に
と
っ
て
、
住

居
を
確
保
し
た
り
就
職
す
る
上

で
保
証
人
を
確
保
し
た
り
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
に
つ
け
込
み
保
証
人
を
紹

介
す
る
と
謳う

た

い
、
登
録
料
を
支

払
わ
せ
な
が
ら
保
証
人
を
紹
介

し
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
お

よ
そ
不
適
格
な
保
証
人
を
紹
介

【８月の消費生活相談】
●と　き＝８月７日（火）・14日（火）・21日（火）・
　　　　　28日（火）・９月４日（火）
　　　　　午前９時～午後４時
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　専用ダイヤル ☎(71)0822  IP☎9(71)0822

【８月の法律相談】
●と　き＝８月７日（火）午後１時30分～４時
　　　　　＊要予約
●ところ＝地域福祉センター  ドリーミー
　　　　　☎(82)0254  IP☎9(82)0254

弁
護
士

：

上
田
雅
稔
氏

　

ア
ド
バ
イ
ス

相
談
事
例

一人で悩まず、
　　　まず相談を！
  ～身近に存在する悪徳商法～

し
た
り
す
る
悪
徳
業
者
も
存
在

し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
悪
徳
業
者
へ
の

対
応
方
法
と
し
て
は
、
ま
ず
、

そ
も
そ
も
保
証
人
を
紹
介
し
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
登
録
料
を

支
払
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
保

証
人
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
わ

け
で
す
か
ら
、
債
務
不
履
行
を

理
由
に
契
約
を
解
除
し
、
支

払
っ
た
登
録
料
を
返
還
請
求
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。他
方
で
、

本
件
の
よ
う
に
不
適
格
な
保
証

人
を
紹
介
す
る
の
み
で
あ
っ
た

場
合
に
つ
い
て
も
、
債
権
者
が

必
要
と
す
る
社
会
的
信
頼
の
あ

る
保
証
人
を
紹
介
し
て
も
ら
え

る
か
ど
う
か
は
、
契
約
を
締
結

す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
通
常

影
響
を
及
ぼ
す
重
要
事
項
で
あ

る
と
こ
ろ
、
業
者
は
こ
れ
に
つ

い
て
内
容
虚
偽
の
説
明
を
行
っ

て
お
り
、「
不
実
告
知
」（
消
費

者
契
約
法
４
条
１
項
１
号
）
に

該
当
す
る
と
し
て
契
約
を
取
り

消
し
、
支
払
っ
た
登
録
料
を
返

還
請
求
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
さ
ら
に
、
業
者
が
「
債
権

者
が
必
要
と
す
る
社
会
的
信
頼

の
あ
る
保
証
人
を
紹
介
し
ま

す
」
と
広
告
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
債
権
者
が
承
諾
す
る
保
証

人
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
契
約

の
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
評
価

し
て
、
不
適
格
な
保
証
人
し
か

紹
介
し
な
い
と
し
て
、
債
務
不

履
行
を
理
由
に
、
契
約
を
解
除

し
、
支
払
っ
た
登
録
料
を
返
還

請
求
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

な
お
、
登
録
料
を
未
だ
支

払
っ
て
い
な
い
場
合
に
契
約
を

解
除
す
る
と
、
高
額
な
違
約
金

を
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
た
と
え
業
者
の
利
用
規

約
に
そ
の
よ
う
な
高
額
な
違
約

金
の
定
め
が
あ
っ
て
も
、
業
者

の
損
害
を
上
回
る
部
分
に
つ
い

て
は
無
効
で
あ
り
、
支
払
う
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
（
消
費
者
契

約
法
９
条
１
項
１
号
）。
具
体

的
な
相
談
は
相
談
窓
口
に
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

就
職
が
決
ま
り
ア
パ
ー
ト
を

借
り
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、

そ
の
際
保
証
人
を
付
け
る
よ
う

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
に
は
身
寄
り
が
な
く
保
証
人

に
な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な
い

た
め
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
債
権
者
が

必
要
と
す
る
社
会
的
信
頼
の
あ

る
保
証
人
を
紹
介
し
ま
す
」
と

謳う
た

っ
た
サ
イ
ト
を
発
見
し
ま
し

た
。
連
絡
を
と
っ
て
み
た
と
こ

ろ
、
登
録
料
を
支
払
え
ば
保
証

人
を
紹
介
し
て
く
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
そ
こ
で
早
速
、
業

者
に
登
録
料
を
支
払
っ
た
と
こ

ろ
、
保
証
人
を
紹
介
し
て
く
れ

た
の
で
す
が
、
債
権
者
か
ら
保

証
人
と
し
て
承
諾
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
再

度
保
証
人
を
紹
介
し
て
も
ら
お

う
と
業
者
に
連
絡
し
ま
し
た
が
、

連
絡
が
と
れ
な
く
な
り
保
証
人

も
紹
介
し
て
く
れ
な
い
ま
ま
で

す
。
支
払
っ
た
お
金
を
返
し
て

も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
し
ょ
う

か
？

〇
転
出
届
を
郵
送
で
提
出
さ
れ

る
場
合
に
は
、転
出
届
に「
住

基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

お
り
、
継
続
利
用
を
希
望
す

る
旨
」
と
、「
日
中
連
絡
の

と
れ
る
電
話
番
号
」
を
必
ず

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
転
入
手
続
を
さ
れ
る
際

に
住
基
カ
ー
ド
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
転
入
手

続
を
さ
れ
る
際
に
は
必

ず
住
基
カ
ー
ド
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

〇
転
入
の
際
に
は
住
基

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
の

入
力
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

※
転
入
届
は
転
入
を
し
た

日
か
ら
14
日
以
内
に
お

願
い
し
ま
す
。

いろいろ鬼ごっこ（ケイドロ）

　

若
桜
町
で
は
、
鳥
取
県
の
委
託

を
受
け
昨
年
度
か
ら
放
課
後
子
ど

も
の
運
動
遊
び
推
進
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
事
業
は
運
動
の
機
会
を
提

供
し
、
児
童
の
運
動
時
間
増
加
を

図
る
と
と
も
に
、
運
動
遊
び
の
楽

し
さ
を
体
験
す
る
事
を
目
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
行
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
、
対
象
を
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
入
部
者
を
除
く
児
童
に
拡
大
し
て
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
41
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。  

 

　

遊
び
の
指
導
員
に
は
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
丹
松

美
恵
子
さ
ん
と
前
住
孝
行
さ
ん
を
お
願
い
し
、
熱
心

に
指
導
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
達
の
反
応
は
、「
遊
び
が

お
も
し
ろ
い
」、「
友
達
と
運
動
遊
び
す
る
の
が
楽
し

い
」等
の
意
見
が

出
て
い
ま
す
。 

　

チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
に
参

加
す
る
こ
と
で
、

体
力
の
向
上
や

異
年
齢
と
の
関

わ
り
、
運
動
に

対
す
る
意
欲
が

増
す
よ
う
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
体

験
を
計
画
し
て

い
ま
す
。 

マット遊び（人間いかだ）

放課後子どもの運動遊び推進事業が
始まりました。（チャレンジスポーツ）
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☎
お問い合わせ先

農業委員会事務局
（８２）２２３９

産業観光課
ＩＰ９（８２）２２３８

第８回鳥取県東部地区
消防ポンプ操法大会

　「第８回鳥取県東部地区消防ポンプ操法大会」が６月２４日（日）

智頭町町民グラウンドにおいて開催され、若桜町からは若桜町消

防団第４分団が出場しました。�

　４月下旬から約２ヶ月間、八頭消防署若桜出張所や地元の消防

職員の皆様からの指導、激励、また、家族の協力を得ながら練習

を重ねてきました。�

　大会当日は蒸し暑い天候でしたが、訓練の成果を発揮しすばら

しい操法を披露しました。出場団員は次のとおりです。�

6月24日  日 〉〉〉

リズムに乗って楽しく動いている参加者

平成24年度　キッズ水泳教室

　キッズ水泳教室をわかさ温水プールで開催しました。�

　保育所・幼稚園の年長児と保護者を含めた２３名が参加し

ました。親子でふれあって遊びながら泳ぐ楽しさや子どもた

ちの体力向上を目的に行いました。�

　教室では、スポーツ推進委員の山田静子さんとわかさ温水

プール指導員の井口敬治さんの指導のもと、親子で楽しめる

いろんな遊びやゲームを行いました。遊びに夢中になった園

児たちは、笑顔で元気な歓声を上げていました。�

7月1日  日 〉〉〉

バタ足でお父さん、お母さんに水をかけよう！

お父さんひっぱって！

みんなのまち、みんなできれいに！
町内一斉美化活動
　自分たちの集落は自分たちできれいにしようと、町内一斉美

化活動が７月１５日（日）を中心に、各自治会で行われました。�

　この一斉美化活動は、「きれいなまちづくり」の一環として、各

集落周辺の環境美化を図っていただくことを目的に、毎年この

時期に行われています。各集落では周辺の道路や広場、水路、

ごみステーション、公民館まわりの清掃を実施していただきま

した。暑い中、皆様ご協力ありがとうございました。�

7月15日  日 〉〉〉

国道を清掃する大炊集落の様子

☎
お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先お問い合わせ先

農業委員会事務局☎農業委員会事務局☎農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局農業委員会事務局
（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９☎（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９（８２）２２３９

産業観光課☎産業観光課☎産業観光課☎産業観光課☎産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課産業観光課
ＩＰ９（８２）２２３８

　

7
月
20
日
（
金
）
に
農
業
委
員

10
名
に
よ
り
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

各
担
当
区
域
を
中
心
に
遊
休
農

地
の
把
握
、
違
反
転
用
の
有
無
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
農
地
の
適
切
な
管
理
状

況
の
把
握
の
た
め
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

結
果
を
基
に
、
遊
休
農
地
解
消
に

向
け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

農
地
は
大
切
な
財
産
で
す
。
適

切
に
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。７

月
10
日
に
農
業
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

審
議
事
項

・
利
用
権
設
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
件

・
非
農
地
証
明
申
請　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
件

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
申
請　
　

１
件

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
申
請　
　

１
件

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
　

行
い
ま
し
た
！

農地パトロール出発式の様子 農地パトロールの様子

エアロビクス体験教室

　エアロビクス体験教室を旧若桜小学校体育館で開催しました。�

　当日は健康運動実践指導士の若林里奈先生に指導していただ

き、参加者２１名がエアロビクスを体験しました。�

　エアロビクスは、普段使わない筋肉や関節を使い、さらに脳

を刺激しながら体を楽しく動かす運動です。参加者の皆さんは

心地よい汗をかかれていました。�

6月30日  土 〉〉〉

●出場選手（敬称略）

　ポンプ車操法の部

　指　揮　者　　岡本　寛将

　１　番　員　　杉本　哲也

　２　番　員　　山根　詳生（個人賞受賞）

　３　番　員　　三島　達矢

　４　番　員　　山本　賢一

　吸管補助員　　岡﨑　晋相

氷ノ山スポーツ広場芝植え付け作業

　わかさ氷ノ山自然ふれあいの里内の氷ノ山スポーツ広場（高原の宿

氷太くん奥のグラウンド）に鳥取方式の芝生化事業としてポット苗の

植え付け作業をおこないました。�

　鳥取方式とは、みんなで、繁殖力のある芝生を力をあわせて植え付

けすることにより、グラウンドを低コストで芝生化する取り組みです。�

　当日は、ボランティアの方45人が、苗を1つずつ丁寧に、５０００

㎡あるグラウンドに５０㎝間隔の植え付け作業をおこないました。�

　秋には、グラウンド全面が芝生に覆われる見込みですので、グラ

ウンドゴルフなどのスポーツや、秋の氷ノ山散策などお楽しみいた

だける予定です。�

　氷ノ山にご来場の際は、是非一度ご覧下さい。�

6月27日  水 〉〉〉

2 万株のポット苗植え付け作業のようす

訓練の成果を発揮しました

第４分団の皆さん（開会式にて）
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☎
お問い合わせ先

若桜町保健センター
（８２）２２１４

若桜町包括支援センター
（８２）２２０９

IP ９（８２）２２１４

【対象者】　町内に引き続き６ヶ月以上住所を有
し、在宅で６ヶ月以上にわたり、同居している寝
たきりの高齢者等の介護を主として行っている方。

【申請時期】

　平成24年度より、次のとおり変更しました。

【支給額】　月額５，０００円

【申請場所】　町民福祉課へ申請してください。
（お問い合わせ先）　若桜町役場町民福祉課
☎（８２）２２３２・２２３３
ＩＰ☎９（８２）２２３２

寝たきりの高齢者等の要件
（全ての要件を満たすことが必要です）

○町内に引き続き６ヶ月以上住所を有し、在宅にお
いて生活している方。

○「障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）判定
基準」によるランクＢまたはランクＣに該当する方。

　※判定基準　

○過去６ヶ月以内に施設利用がない方（ショートス
テイは除く）。
※ただし、病院・診療所等これに類似する施設に入

所又は入院した月であっても、月20日以上在宅に
おいて介護していた期間であれば支給します。

　

夏
休
み
に
な
り
、毎
朝
６
時
30
分
か
ら
、

ラ
ジ
オ
体
操
の
軽
快
な
音
楽
と
と
も
に
、

元
気
に
体
操
す
る
子
ど
も
の
姿
が
見
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
週
水
曜
日
に
は
、
各
集
落
の
ラ
ジ
オ

体
操
の
会
場
で
、
町
民
が
一
緒
に
ラ
ジ
オ

体
操
を
す
る「
夏
休
み
ス
イ
ス
イ
体
操
日
」

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
お
な
じ
み
の
「
ラ
ジ
オ
体
操
」

は
、
時
間
に
し
て
わ
ず
か
３
分
程
度
で
す

が
、
体
操
の
順
番
と
い
い
、
動
き
と
い
い
、

高
齢
者
に
と
っ
て
も
、
す
ば
ら
し
い
運
動

で
あ
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
の
中
村

格
子
先
生
は
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

『
ラ
ジ
オ
体
操
の
効
果
』

　

ラ
ジ
オ
体
操
は
、ま
ず
背
筋
を
伸
ば
し
、

姿
勢
を
よ
く
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
し
て
、
腕
を
振
っ
て
脚
を
曲
げ
伸

ば
す
こ
と
で
転
倒
予
防
の
効
果
が
あ
り
ま

す
。
腕
を
回
す
体
操
は
、
肩
甲
骨
の
周
り

の
血
行
が
良
く
な
り
、
肩
こ
り
が
改
善
さ

れ
ま
す
。
体
を
前
後
に
曲
げ
る
運
動
は
、

脊
椎
の
関
節
の
一
つ
一
つ
を
広
げ
る
こ
と

が
で
き
、
腰
の
凝
り
を
改
善
さ
せ
ま
す
。

両
足
と
び
の
運
動
は
、
骨
を
強
く
す
る
効

果
が
あ
り
、
最
後
の
深
呼
吸
は
、
ス
ト
レ

ス
解
消
や
眠
り
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。

『
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
』

①
体
の
ど
の
部
分
を
使
っ
て
い
る
か
意
識

す
る
。

②
自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
限
り
長
く
継

続
す
る
。

③
簡
単
な
動
き
で
も
無
理
を
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

一
つ
一
つ
の
動
き
は
簡
単
で
、
な
じ
み

の
あ
る
音
楽
な
の
で
、
誰
で
も
取
り
組
み

や
す
い
体
操
で
す
。
立
つ
こ
と
が
困
難
な

方
は
座
っ
て
で
き
る
ラ
ジ
オ
体
操
も
、
テ

レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

健
康
維
持
の
た
め

に
は
じ
め
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

　

高
齢
者
に
関
す

る
相
談
は
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

わ
ず
か
３
分

　
「
ラ
ジ
オ
体
操
」で介護
予
防

＜ランクＢ＞
屋内での生活は何らかの介助を要し、日
中もベッド上での生活が主体であるが、
座位を保つ。

＜ランクＣ＞ 一日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、
着替えにおいて介助を要する。
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　家族介護者の労苦をねぎらうとともに、経済

的負担の軽減を図るため、寝たきりの高齢者等

を在宅で長期に渡って介護を行っている家族の

方に、家族介護手当てを支給します。

家族介護者手当を
支給します

支給時期 申請期間 対象期間

平 成24年11月 に
支給

平成24年10月１日から
平成24年10月31日まで

平成24年１月１日から
平成24年９月30日

平 成25年 ５ 月 に
支給

平成25年４月１日から
平成25年４月30日まで

平成24年10月１日から
平成25年３月31日
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

防火訓練講座

　

防
火
訓
練
と
し
て
、
消
防
隊
員
に
よ
る
防
火
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
住
民
一
人
一
人
が
防
災
に
対

す
る
正
し
い
対
処
の
仕
方
を
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
か
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

消
火
器
の
使
い
方
や
火
災
通
報
の
仕
方
な
ど
、
火
災
手

順
を
習
い
、
防
火
力
を
高
め
ま
し
た
。

◆
健
康
づ
く
り
・
人
づ
く
り
（
６
月
29
日
）

　

月
遅
れ
の
端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
で
、
笹
巻
き
作
り
を

行
い
ま
し
た
。　

　

自
分
た
ち
で
作
っ
た
笹
巻
き
は 

”最
高
に
お
い
し
い
“

笹
の
さ
わ
や
か
な
香
り
の
す
る
ち
ょ
っ
と
懐
か
し
い
味
の

お
や
つ
で
す
。　

◆
読
み
聞
か
せ
教
室
（
６
月
29
日
）

三世代交流：流しそうめん開催　
　今回は、「読み聞かせ教室」も同時開催で地域交流として岩美町・八頭町の子どもたち
も参加し、「高野一長い巻き寿司」も挑戦します。

平成24年８月13

今月の言葉　「たかめよう　垣根をこえた　人権意識」

　

海
や
山
が
恋
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

隣
保
館
で
は
、
地
域
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
子

ど
も
の
夏
休
に
、
思
い
出
づ
く
り
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
事
業
と
し
て
」

　

・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
・
８
月
４
日

　
　
　
　
（
岡
山
県
・
長
島
愛
生
園
）

　

・
流
し
そ
う
め
ん
・
８
月
10
日

　
　
　
　
（
三
世
代
交
流
・
読
み
聞
か
せ
・
他
町
村
）

　

・
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
・
８
月
24
日

　
　
　
　
（
町
内
と
地
域
の
子
ど
も
）

　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
大
人
や
他
町
村
の

子
ど
も
の
交
流
の
中
で
共
に
協
力
し
、
仲
間
づ
く
り
を

学
び
こ
の
経
験
が
、
い
つ
か
役
だ
て
る
日
が
く
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　
「
若
桜
町
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」
が
６
月
21
日

（
木
）、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
審
議
会
は
「
若
桜
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
現
在
９
名
の

方
が
審
議
員
に
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

審
議
会
で
は
平
成
23
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
様
々

な
角
度
か
ら
評
価
を
行
い
、
反
省
点
、
改
善
点
な
ど

に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
後
、
平
成
24
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

今
回
は
そ
の
審
議
会
で
も
話
題
に
な
っ
た
「
職
場

で
の
顔
」「
地
域
で
の
顔
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み

ま
す
。 

　

近
年
、
職
場
や
教
育
現
場
で
は
男
女
共
同
参
画
の

意
識
も
そ
れ
な
り
に
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
行
政
関

係
を
始
め
と
し
た
各
種
委
員
会
等
へ
の
女
性
の
進
出

も
進
ん
で
き
て
は
い
ま
す
が
、
地
域
に
目
を
向
け
て

み
れ
ば
、
そ
の
状
況
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
22
年
の
鳥
取
県
の
自
治
会
役
員
の
う
ち
会
長

２
、８
３
１
人
中
、
女
性
は
67
名
で
２
・
４
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
若
桜
町
は
こ
こ
20
年
間
変
化
が
な
く
、

若桜町男女共同参画意識調査
アンケートの結果から　その４

　　「次のような家庭の仕事はどなたが担当されていますか

　　～地域の活動、自治会・町内会～」０
人
０
％
の
ま
ま
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
「
ほ
と
ん
ど
自
分
」「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
自
分
」
と
答
え
た
男
性
は
44
・
２
％

に
対
し
、
女
性
は
11
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
の
同
調
査
で
の
32
％
に
比
べ
て
、
若
桜
町
の

女
性
の
回
答
選
択
率
が
低
い
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
配
偶
者
と
同
じ
程
度
分
担
」
も
加
え
る
と

33
・
４
％
の
女
性
が
自
治
会
活
動
を
し
て
い
る
の
に
、

女
性
会
長
が
０
％
と
な
っ
て
い
る
点
を
ど
う
感
じ
ら

れ
ま
す
か
。

　

物
分
か
り
の
よ
い
「
職
場
の
顔
」
と
昔
か
ら
の
慣

習
に
流
さ
れ
て
い
る
「
地
域
の
顔
」
が
男
性
に
も
女

性
に
も
見
え
隠
れ
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

バレーボール大会  農人町優勝！

　バレーボール大会を７月８日（日）に若桜町民体育館で開催しました。
　昨年度より男女混合チームによる対戦方式とし、参加５チームが熱戦
を繰り広げ、農人町が見事優勝されました。
　試合は笑い声が聞こえる中にも、サービスエースや多彩な攻撃がでる
など、白熱したプレーも随所に見られ熱気あふれる大会となりました。

A ブロック　
　１位　新　町　　　２勝０敗
　２位　西　町　　　１勝１敗　
　３位　吉　川　　　０勝２敗
　
優勝決定戦
優勝　　　農人町

農人町　２
　　21　―　13　　

０　新町　　　　　　　22　―　20

区　分 町男性 (%) 町女性 (%) 県男性 (%) 県女性 (%)

ほとんど自分 17.3 　6.7 24.5 18.6

どちらかといえば自分 26.9 　5.0 23.2 13.4

配偶者と同じ程度分担 19.2 21.7 16.0 16.5

どちらかといえば配偶者 0.0 20.0 　7.3 19.3

ほとんど配偶者 　3.8 10.0 　9.6 12.1

親や子どもなど他の家族 11.5 　8.3 12.9 12.7

該当する世話や活動がない 3.8 5.0
6.5 7.4

無回答 17.5 23.3

問

優勝　農人町

B ブロック　　　　　　　　　　　
　１位　農人町   　 １勝０敗
　２位　山田町　　０勝１敗

準優勝　新町吉川のアタックに西町が
三枚ブロックで応戦

［� ］

心に響く読み聞かせ

消火体験みんな一生懸命です

♪８月の予定♪

◎スタディツアー

　・・・岡山県・長島愛生園　

◎流しそうめん

　・・・（三世代交流、読み聞かせ、

　　　　他町村）

◎グラスアート教室

　・・・８月10日　

◎書道教室・・・８月23日　

◎デイキャンプ・・・８月24日
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町
長

　
小
林  

昌
司

農
業
委
員
が

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

　

若
桜
町
の
農
業
は
、
過
疎
化

や
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
農

地
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

年
々
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
近
年
は
あ
っ
ち

こ
っ
ち
で
遊
休
農
地
を
多
く
見

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
町
と
し

ま
し
て
も
鳥
獣
害
対
策
補
助
金

や
多
く
の
補
助
制
度
を
設
け
た

り
、
さ
ら
に
は
農
業
指
導
員
を

配
置
し
た
り
し
て
、
遊
休
農
地

の
解
消
の
た
め
頑
張
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
農
業
基
本

台
帳
の
整
備
費
３
０
０
万
円
を

予
算
化
し
て
台
帳
も
整
備
し
ま

す
。
Ｊ
Ａ
で
は
今
年
度
か
ら
若

桜
米
を
売
り
出
そ
う
と
準
備
も

ま
た
農
地
法
の
許
可
案
件
の
履

行
状
況
の
確
認
の
機
会
に
も
な

り
ま
し
た
。

　

若
桜
町
の「
農
地
を
守
り
活
か

す
運
動
」の
一
つ
と
し
て
、
農
業

委
員
皆
さ
ん
の
地
道
な
活
動
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

議
会
議
員
の
皆
さ
ん
平
昌

郡
と
の
交
流
ご
苦
労
様

　

７
月
8
日
～
10
日（
2
泊
3

日
）ま
で
、
若
桜
町
が
交
流
し
て

い
る
韓
国
平
昌
郡
と
の
議
会
議

員
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
執

行
部
か
ら
は
山
本
副
町
長
、
高
木

教
育
長
を
随
行
さ
せ
ま
し
た
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
平
昌
郡
は

韓
国
で
は
唯
一
の
リ
ゾ
ー
ト
地

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
２
０
１
８

年
に
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

　

今
、
郡
守
さ
ん
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
準
備
で
非
常
に
多
忙
の
中
、

交
流
に
付
き
合
っ
て
い
た
だ
き

喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

山
本
副
町
長
か
ら
は
、
10
月

の「
鬼
っ
子
ま
つ
り
」に
平
昌
郡

の
ブ
ー
ス
を
、
来
年
2
月
の
平

昌
郡
の
有
名
な「
雪
花
ま
つ
り
」

に
は
若
桜
町
が
ブ
ー
ス
を
出
す

よ
う
に
話
し
た
り
、
高
木
教
育

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
農
業
振
興
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
の
12
月
15
日
の
改

正
農
地
法
等
の
施
行
に
伴
い
、

農
地
の
権
利
の
規
制
の
見
直
し

等
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
は

遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置
と
し

て
、
年
一
回
の
農
地
の
利
用
状

況
調
査
と
調
査
結
果
を
踏
ま
え

た
遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
す

る
指
導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
、
許
認
可
に
加
え
事

後
監
視
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

7
月
20
日
は
農
業
委
員
10
人

が
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。　

　

遊
休
農
地
の
実
態
を
確
認
し

た
り
、
発
生
防
止
や
解
消
に
役

立
て
た
り
、
農
地
の
違
反
転
用

の
早
期
発
見
に
繋
が
っ
た
り
、

長
に
は
小
学
生
相
互
交
流
の
話

し
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
昌
郡
の
方
も
好
意
的
に
話
し

を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

是
非
実
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

や
は
り
、
国
際
交
流
と
は
お
互

い
に
顔
を
見
な
が
ら
話
し
を
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
議
会
の
訪
韓
は
意
義

深
い
も
の
で
よ
か
っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
平
昌
郡
の
議
員

の
皆
さ
ん
も
是
非
訪
日
し
た
い

と
約
束
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

賀
露
自
治
会
が
21
世
紀

の
森
を
整
備

　

7
月
1
日
氷
ノ
山
キ
ャ
ン
プ

場
付
近
に
あ
る「
賀
露
み
な
と
21

世
紀
の
森
」で
賀
露
の
自
治
会
や

子
ど
も
達
80
人
が
ク
ヌ
ギ
、
コ

ナ
ラ
等
の
植
栽
し
た
木
の
枝
打

ち
や
草
刈
り
に
汗
を
流
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の「
21
世
紀
の
森
」は
、
平

成
15
年
に
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
、

随
分
大
き
く
な
り
森
ら
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
こ
う
し
て
整
備
に
来

ら
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
達
に
は

大
変
大
き
な
勉
強
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
氷
ノ
山

山
系
か
ら
の
水
は

米
川
、
八
東

農地パトロールの出発式

川
を
流
れ
、
千
代
川
に
合
流
し

て
日
本
海
へ
と
注
ぎ
ま
す
。
途

中
、
鳥
取
市
の
水
道
の
水
源
に

も
な
り
ま
す
。

　

森
か
ら
生
ま
れ
る
養
分
を
含

ん
だ
き
れ
い
な
水
は
、
海
に
流

れ
込
み
、
海
の
魚
た
ち
が
大
き

く
成
長
す
る
元
に
な
り
ま
す
。

　

実
は
豊
か
な
海
づ
く
り
は
、

豊
か
な
森
づ
く
り
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
海
と

森
は
相
関
関
係
に
あ
り
ま
す
し
、

上
流
に
あ
る
私
達
は
下
流
に
き

れ
い
な
水
を
供
給
す
る
義
務
が

あ
る
と
思
い
ま
す

　

賀
露
の
皆
さ
ん
は
、
ま
た
秋

に
も
手
入
れ
に
来
ら
れ
る
よ
う

で
あ
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

私
達
も
し
っ
か
り
と
森
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

豊かな海は、豊かな森づくりから

　

幼
稚
園
の
玄
関
に
は
、
子
ど
も
の
作
っ

た
「
ど
う
ぶ
つ
の
え
さ
い
れ
」
が
あ
り
ま

す
。
果
物
や
野
菜
の
絵
が
描
か
れ
た
箱
が

置
い
て
あ
り
、
家
庭
か
ら
出
る
野
菜
の
切

れ
端
や
果
物
の
皮
な
ど
を
子
ど
も
が
登
園

時
に
持
っ
て
き
て
、
次
々
に
入
れ
て
い
ま

す
。
幼
稚
園
で
飼
育
し
て
い
る
動
物
の
餌

で
す
。
ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
か

ら
は
四
季
折
々
に
畑
か
ら
の
収
穫
物
が
届

け
ら
れ
ま
す
。

　

サ
ル
・
ヤ
ギ
の
飼
育
小
屋
の
一
角
に
あ

る
ウ
サ
ギ
の
飼
育
小
屋
が
今
は
子
ど
も
の

人
気
場
所
で
す
。
昨
年
７
月
に
佐
治
小
学

校
５
年
生
の
飼
育
係
か
ら
届
い
た
生
後

１
ヶ
月
あ
ま
り
の
２
羽
の
黒
い
雌
の
ウ
サ

ギ
が
、
今
で
は
25
羽
ほ
ど
の
お
母
さ
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
サ
ギ
小
屋
は
ウ
サ
ギ
が
土
を
掘
っ
て
、

出
産
か
ら
子
育
て
は
地
下
で
の
生
活
で
す
。

餌
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
出

動
物
と
の
生
活

 （

ウ
サ
ギ
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

－

地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て

－

66  若桜幼稚園

　「
潜
る
」
は
、「
川
や
海
に
・
・
」

と
使
い
、「
森
に
・
・
」
は
一
般
的
に

は
使
わ
な
い
表
現
で
す
。「
森
に
潜
る
」

と
は
、
森
の
中
で
静
か
に
座
り
、
意

識
を
集
中
し
て
い
る
と
、
ま
る
で
自

分
が
森
の
一
部
に
溶
け
込
ん
で
い
く

様
な
感
覚
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
瞬
間
の
こ
と
を
、
表
現
し
た
言

葉
で
す
。
森
に
潜
る
と
今
ま
で
見
え

て
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
て
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
虫

を
殺
す
キ
ノ
コ
「
冬
虫
夏
草
」
で
す
。

冬
虫
夏
草
は
地
面
や
朽
ち
木
の
な
か

で
カ
メ
ム
シ
や
甲
虫
の
幼
虫
な
ど
に

取
り
憑
い
て
殺
し
、
成
長
す
る
と
胞

子
の
つ
い
た
キ
ノ
コ
を
伸
ば
し
ま
す
。

大
き
さ
は
、
と
て
も
小
さ
く
見
つ
け

る
に
は
コ
ツ
が
必
要
で
す
。
こ
こ
だ

と
い
う
ポ
イ
ン
ト
に
し
ゃ
が
み
込
ん

で
、
目
線
を
下
げ
ま
す
。
そ
し
て
地

面
に
あ
る
小
枝
、
根
っ
こ
、
落
葉
な

ど
を
消
去
法
で
見
分
け
て
い
く
と
、

ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
よ
く
観
察
し
て
、

冬
虫
夏
草
の
特
徴
が
あ
れ
ば
、
地
面

を
慎
重
に
掘
り
、
そ
の
下
に
虫
が
つ

い
て
い
れ
ば
ビ
ン
ゴ
で
す
。
た
だ
そ

ん
な
に
簡
単
で
は
な
く
、
見
つ
か
ら

な
い
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
す
が
、

な
ぜ
か
次
々
と
目
に
入
っ
て
き
て
、

自
分
で
も
驚
き
、
そ
し
て
興
奮
す
る

時
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
は
見
つ
か

ら
な
い
小
さ
な
キ
ノ
コ
も
、
意
識
を

集
中
し
て
、
森
に
溶
け
込
み
一
部
と

な
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
。
そ
ん
な

体
験
は
と
て
も
気
持
ち
よ
く
、
幸
せ

な
時
間
で
す
。
皆
さ
ん
も
森
に
潜
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
気
付
い
て
い
な

か
っ
た
、
森
の
姿
が
見
え
て
来
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

氷
ノ
山
自
然
ふ
れ
あ
い
館

　響
の
森

　
　自
然
解
説
専
門
員

　小
林
佳
崇

�「森に潜る」

米産の冬虫夏草
（コメツキムシタケ）

て
き
ま
す
。
子
ど
も
が
差
し
出
す
野
菜
に

ウ
サ
ギ
が
群
が
っ
て
集
ま
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
と
き
の
子
ど
も
の
笑
顔
は
本
物
の
笑

顔
で
す
。

　

今
現
在
、
飼
育
し
て
い
る
サ
ル
・
ヤ
ギ
・

ウ
サ
ギ
・
カ
メ
・
小
鳥
は
も
と
よ
り
、
開

園
以
来
今
日
ま
で
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い

の
動
物
が
、
地
域
の
方
々
よ
り
幼
稚
園
に

寄
せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
、
そ
の
時
折
々
に

子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
育
ん
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

改
め
て
、
動
物
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
地
域

の
皆
様
に
こ
こ
ろ
よ
り
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
幼
稚
園
や
小
学
生
の
座
禅
会
で

歌
わ
れ
て
い
る
歌
「
花
も
水
も
空
も
太
陽

も
、
み
ん
な
み
ん
な
友
だ
ち
な
ん
だ
」（
有

本
瞳
日
月
作
詞
・
作
曲
）
こ
の
よ
う
な
心

を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 ウサギに餌をあげる子どもたち

ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン

グ
ン
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郷
土
文
芸
（
敬
称
略
）

川

　柳

　（
さ
く
ら
吟
社
）

戴
い
た
寿
命
ご
縁
だ
ま
だ
大
事

　
　
　

 

植
田
み
の
る

幸
せ
を
量
る
物
差
し
み
な
違
い

　
　
　

 

車
井　

信
恵

鉛
筆
を
削
る
答
え
が
解
か
る
ま
で

　
　

 

門
村　

千
代

鍋
底
に
汗
と
涙
の
跡
が
あ
る

　
　
　
　

 

蔵
本　

悦
子

カ
ラ
ス
か
ら
見
れ
ば
人
間
隙
だ
ら
け

　

 

中
田　

房
江

斎
場
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
喉
仏

　
　
　

 

茗
荷　

き
み

相
槌
も
頷
く
だ
け
で
い
い
夫
婦

　
　
　

 

盛
田　

夢
路

し
ば
ら
く
は
色
を
味
わ
う
京
の
菓
子

　

 

石
岡
せ
つ
子

駈
け
足
で
過
ぎ
去
っ
て
ゆ
く
カ
レ
ン
ダ
ー

 

西
谷　

幸
子

泣
き
虫
で
涙
の
か
さ
は
川
と
な
る

　
　

 

谷
口　

史
子

故
郷
を
出
た
後
ろ
め
た
さ
が
拭
え
な
い

 

永
原　

昌
鼓

答
え
待
つ
苦
し
い
と
き
の
神
頼
み

　
　

 

土
岐　

昌
子

元
気
と
は
言
え
ど
生
き
て
る
だ
け
の
こ
と

 

藤
原
美
智
恵

女
房
の
答
え
は
い
つ
も
う
わ
の
そ
ら

　

 

川
上　
　

巧

空
き
腹
に
勝
る
料
理
は
あ
り
ま
せ
ん

　

 

盛
田　

康
秋

日
曜
は
一
日
も
無
い
介
護
人

　
　
　
　

 

中
島　

寿
道

従
わ
ん
ハ
イ
と
返
事
は
す
る
け
れ
ど

　

 

竹
口　

清
信

神
さ
ま
の
返
事
小
声
で
聞
こ
え
な
い

　

 

藤
原　

鬼
桜

人
の
た
め
流
す
涙
も
持
っ
て
い
る

　
　

 

岡
崎　

彰
夫

俳

　句　
（
若
桜
い
づ
み
俳
句
会
）

渡
り
来
る
植
田
の
風
を
深
く
吸
ふ

 

西
尾　

青
雨

新
緑
の
香
り
運
び
て
窓
の
風

 

中
村　

節
枝

万
緑
を
浮
か
せ
て
夕
日
沈
み
け
り

 

山
根　

里
江

順
調
に
育
ち
し
苗
や
青
田
風

 

坂
口　

仲
子

父
の
日
や
幼
な
き
頃
の
背
の
温
み

 

谷
口　

裕
子

俳

　句　
（
鶴
尾
句
会
）

療
養
を
発
句
一
途
に
梅
雨
に
逝
く

　
　

 

山
本　

小
品

消
灯
の
闇
の
静
寂
の
恋
蛍

　
　
　
　
　

 

谷
口　

裕
子

店
先
を
彩
る
鉢
の
花
菖
蒲

　
　
　
　
　

 

田
島　

富
子

父
の
日
や
箱
の
紐
解
く
顔
ゆ
る
ぶ

　
　

 

盛
田　

紘
子

南
風
の
あ
お
き
海
原
フ
ェ
リ
ー
航
く

　

 

茗
荷　

恵
子

立
葵
道
路
工
事
の
赤
信
号

　
　
　
　
　

 

竹
本　

光
子

　初夏の寄せ植え講習会を６月30日（土）に開催
しました。講師に「オズガーデン」の小山由香さ
んをお迎えして９名が受講しました。
　今回は暑い夏でも元気に咲く寄せ植えを５種類
の花や葉物を使い作製しましたが、講師の小山さ
んから「使いたい花を一つ選んでその同系色を含
む花を選んで組み合わせるとすっきりきれいにま
とまること、葉物をプラスするとグッとセンスアッ
プすること」など寄せ植えのコツを教わりました。
　出来上がった作品を「きれいに入ったなあ」「人
の作品は良く見えるなあ」とお互いが誉め合う光
景も見られ、和気あいあいとした講習会となりま
した。

初夏の寄せ植え講習会

　

私
た
ち
詩
吟
の
会
は
、
佐

翔
風
・
平
尾
翔
琤
・

岩
見
翔
櫻
各
先
生
の
ご
指
導
に
よ
り
十
四
名
の
会
員

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

詩
吟
と
は
、
多
く
の
詩
人
た
ち
の
詩
に
接
し
、
そ

の
時
代
の
歴
史
を
知
り
、
こ
う
し
た
漢
詩
を
読
み
下

し
た
も
の
に
、
節
を
つ
け
て
吟
ず
る
こ
と
を
言
い
、

吟
詠
と
も
い
い
ま
す
が
、
先
生
に
は
、
こ
れ
に
基
づ

き
声
の
出
し
方
・
節
ま
わ
し
な
ど
を
教
わ
り
な
が
ら

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
声
を
出
す
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
が
発
散
さ

れ
、
楽
し
み
が
増
し
て
健
康
に
も
良
く
、
練
習
が
楽

し
く
な
り
ま
す
。

　

会
員
と
し

て
の
発
表
大

会
、
資
格
取

得
、
文
化
祭
、

敬
老
会
、
慰

霊
祭
な
ど
の

行
事
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

第
二
の
人

生
の
生
き
甲

斐
と
し
て
愛

好
さ
れ
る

方
々
の
入
会

を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
紹
介

「

吟
翔
会　

若
桜
支
部
・
さ
く
ら
支
部
」

熱心にコツを教わる受講生

　今年度のナティキッズクラブのモッ
トーは「ワクワクチャレンジ」で、年５回
の開催を予定しています。
　その第１回目を６月23日（土）に開催
しました。
　今年度は32名の参加申込がありました
が、今回は19名の参加で、最初に今年３
月にオープンした「昭和おもちゃ館」を
見学した後、若桜町公民館で、茗荷宏治
さんと山本賢二さんにご指導いただき「凧
づくり」に挑戦しました。
　下絵に思い思いの色を塗って仕上げる
のですが、下級生には少し難しいかな？

と思われましたが、青少年育成アドバイ
ザーのみなさんや上級生の児童が手伝う
など、みんなが協力して色鮮やかで個性
豊かな作品に仕上がりました。

ナティキッズクラブ
　　「凧づくり」に挑戦！

色とりどりの凧が完成しました

　恒例の「七夕のつどい」を７月７日（土）に若桜
町公民館で開催しました。
　今年は親子での参加が多く見られ、約60名が楽し
いひとときを過ごしました。
　それぞれがお願い事を書いた短冊を笹の葉につる
し、星にお祈りしました。
　「七夕のつどい」は、読み聞かせグループ「もこもこ」
のみなさんによる歌やパネルシアター、ブラックラ
イト紙芝居など盛りだくさんの内容で行われ、毎年
子どもたちが楽しみにしている行事です。最後は全
員でジャンケンゲームをして盛り上がりました。

七夕のつどい

願いごとがかないますように！

【臨時休館】

　 お 盆 の８月13日（ 月 ）・14日
（火）・15日（水）は、若桜町公民館・
池田分館ともに臨時休館とさせて
いただきます。

【池田分館調理室改修工事】

　池田分館では調理室の改修工事を行いますの
で、８月初旬から約３ヶ月の間調理室が利用でき
なくなります。

　ご迷惑をおかけしますが、ご理解ご協力をお願
いします。

若桜町公民館からのお知らせ
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